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令和 4年 3月 2日 

インタビュー小冊子 
「花束 ～小高ではたらく女性たち～」の発行 

 
本学 2年生 3名が、南相馬市の女性人口減少という課題を解決するため、南

相馬市小高区で働く女性 4名にインタビューを行い、それらをまとめた小冊子

「花束」を発行しました。取り組んだ学生は全員、昨年度（1年時）にフィール

ドワークをくり返しながら地域課題を学ぶ授業「むらの大学」を受講し、今年

度も引き続き地域課題解決に取り組む「自主学修プログラム」で活動しました。 

 

授業「むらの大学」は、1年生が南相馬市・川内村・大熊町の 3地域に分かれ、

フィールドワークをくり返して地域課題について学ぶ授業です。今回発表する

学生 3名は昨年度、南相馬市の子育てやまちづくりについて学びました。 

 

そして 2年生になった今年度、南相馬市における「女性人口の減少」という

地域課題を解決するため、南相馬市小高区で働く女性 4名にインタビュー調査

を実施しました。インタビューをまとめたものを、4冊組＋ポストカードの小冊

子「花束 ～小高ではたらく女性たち～」として今年 1月に発行しました。 

 

小冊子の名称：花束 ～小高ではたらく女性たち～ 

作 成 者：秋山 杏由子（あきやま あゆこ） 

          新国 香菜 （にっくに かな）   

          本多 美久 （ほんた  みく） ※いずれも行政政策学類 2年生 

デザイン：にしやま りか 氏（marutt Inc. 南相馬市小高区） 

担当教員：前川 直哉（教育推進機構 特任准教授） 

発行部数：1500 部 

配 布 先：県内外の教育機関や男女共生センター等を予定（無料） 

 ※希望者は下記「福島大学 復興知事業事務室」までご連絡ください。 

 

 本小冊子は（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構の「大学等

の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業」の成果物です。記事化の際

はできる限り、同事業名をご紹介頂ければ幸いです。 

 その他、ご不明な点は担当教員・前川（携帯 090-1913-2213）までお問い合

わせ下さい。 

（お問い合わせ先） 

復興知事業事務室（ふくしま未来学） 

電 話：024-503-2014 
メール：miraigaku@adb.fukushima-u.ac.jp 


